


































広報いしかわ４月号 ●広報いしかわ４月号 ●  1818

　保健センター　☎ 26-8416

　平成26年10月より、水痘ワクチン及び成人用肺炎球菌ワクチンが定期予防接種化される予定となっています。
詳細につきましては、今後の広報等でお知らせいたします。

風しん予防接種費用等助成事業のお知らせ

その他予防接種については…

　風しんは、妊娠初期の妊婦がかかると、目、耳、心臓などに障害を持つ「先天性風しん症候群」の赤ちゃんが
生まれる可能性があります。平成26年度も、町では「先天性風しん症候群」を予防するため、免疫の不十分な方
に対する予防接種費用等の助成をします。
　　●対象者
　　　接種当日の時点で、石川町に住所を有し、次のいずれかに該当する方
　　　（1）妊娠を予定または希望している女性
　　　（2）妊娠している女性の夫（婚姻関係を問わない）
　　　（3）妊娠を予定または希望している女性の夫
　　　　注）次に該当する方は対象外といたします。
　　　　＊麻しん風しん混合ワクチンまたは風しんワクチンの接種歴が2回ある方
　　　　＊明らかに風しんにかかったことがある方
　　　　＊妊婦または妊娠している可能性のある方
　　　　＊妊婦に抗体がある場合は、その妊婦の夫は除く
　　●対象期間
　　　平成26年4月1日㈫～平成27年3月31日㈫まで
　　●助成額
　　　①抗体検査費用　　1回5,100円
　　　②予防接種費用　　風しんワクチン　　　　　　1回7,000円
　　　　　　　　　　　　麻しん風しん混合ワクチン　1回10,000円
　　※石川郡内指定医療機関での抗体検査費用、予防接種費用を町が負担します。（窓口負担はありません）
　　●検査方法および接種方法
　　　指定医療機関に直接お申し込みください。予診票は指定医療機関に置いてあります。
　　　＊持参物：健康保険証や運転免許証（現住所を確認できるもの）、接種を受ける方の母子健康手帳
　　　　　　　　※妊婦の夫の方は、妊婦の母子健康手帳又は写し
【指定医療機関】※必ず事前に予約を入れてください。

医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号
石川中央医院 ２６－２０２４ 味原医院 ５７－２０５４
大野診療所 ２６－２６１５ あつうみ内科医院 ３７－１５４４
添田医院 ２６－２５３８ ひらた中央クリニック ２５－１４１４
田中内科医院 ２６－３３３３ 角田内科医院 ３６－２０６７
中島医院 ２６－３４１５ ふるどのクリニック ３２－１１１４
やまもと内科クリニック ２６－８３１１
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（見直しの趣旨）
　70歳から74歳の方の窓口負担は、法律
上2割となっていますが、特例措置でこ
れまで1割負担とされていました。平成
26年度から、より公平な仕組みとするた
め、この特例措置が見直されることとな
りました。
　見直しに当たっては、高齢の方の生活
に大きな影響が生じることのないよう、
平成26年4月2日以降70歳の誕生日を迎
える方から段階的に実施されることとな
りました。

（見直し内容）
●平成26年4月2日以降に70歳の誕生日を迎える方
　（誕生日が昭和19年4月2日以降の方）
・70歳の誕生月の翌月（ただし、各月1日が誕生日の方はその月）
の診療から、窓口負担が2割になります。
（例えば、平成26年4月2日～5月1日に70歳の誕生日を迎える
方は、5月の診療から2割負担になります。）
※一定の所得がある方は、これまでどおり3割負担です。
・なお、窓口負担には毎月の負担上限額が定められていますが、
70歳から2割負担となる方は、69歳までと比べて上限額が下
がります。
●平成26年4月1日までに70歳の誕生日を迎えた方
　（誕生日が昭和19年4月1日までの方）
・平成26年4月以降も医療費の窓口負担は1割のまま変わりません。
（平成26年3月2日～4月1日に70歳の誕生日を迎える方は、こ
れまでの3割負担から1割負担になります。）
※一定の所得がある方は、これまでどおり3割負担です。
・窓口負担の毎月の負担上限額も変わりません。

◆お問い合わせ先　 町民生活課　国保年金係　☎ 26-9125

70～74歳の被保険者に係る国民
健康保険の窓口負担が見直されます

介護予防のための教室と介護予防のための教室と
サロンの利用サロンの利用

　「階段を手すりや壁をつたわらずに昇っています
か」「椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち
上がっていますか」「15分位続けて歩いていますか」
「この1年間に転んだことがありますか」「転倒に対
する不安は大きいですか」この５つの項目で４～
５つ該当する方を対象に、５月から運動機能向上
教室を開きます。
　最近、歩幅が狭くなったり、足元がふらついた
りするために、外出するのが不安になってしまっ
ている方の介護予防のための教室です。送迎もし
ます。
　教室では、理学療法士の先生が運動を教えてく
れます。項目に該当し65歳以上で介護保険のサー
ビスを利用していない方が対象となります。
　高齢になり活動量が減ると筋肉は自然に細く硬
くなるため、動く量が減ってくると心配な方も増

えてきます。普段の生活動作では、身体を丸くす
ることが多く伸ばす機会が減ってくるため、普段
の生活の中で意識してこまめに身体を動かす「ち
ょこっと」の積み重ねが大切になってきます。元
気でいるために、いくつになっても自分の身の回
りのことは自分でやることが「ちょうどいい運動」
になります。
　各地区の集会所でやっている「サロン」は、運
動だけでなく、お話しすることが脳の活性化にも
大いに役立ちます。「サロン」が始まったことで、
地域での交流も盛んになり、楽しみに集まってき
ている人が増えています。自分のために、ぜひ、
近くの「サロン」を利用し、元気で活動的な生活
を送ってください。

自殺対策予防標語
「家族愛・地域の愛で自死防止」●お問い合わせ先　保健センター　☎☎26－8416






